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FET-5W-KIT

年中無休（但し、お盆・年末年始を除く）

※※完完成成例例

AM11:00～PM8:00
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1.まず電源基板を組み立てます。
　丈の低いパーツからハンダ付けしましょう。

注意：ほとんどのパーツには極性が有りますので、極性に注意して
　　　　ハンダ付けしてください。

電源基板
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IC2IC3

C7C14

IC1

VR1VR2

D1

C3

C2

C11

C6

C5

D4 D3 D2

C10C8

C4
R12

R13

C9

C1

ＦＥＴ基板

2.ＦＥＴ基板を組み立てます。
　抵抗の値や、三端子レギュレータ、半固定抵抗、オペアンプの
　向きに注意してハンダ付けしてください。

注意：ＩＣ1はＩＣソケットをハンダ付けし、オペアンプＩＣはＩＣソケットに
　　　　挿すだけで、ハンダ付けしないでください。

部品リスト

P-6

オーディオ用コンデンサ

オーディオ用コンデンサ

25



14mmの工具を使う

＊前面パネルを裏から見た図

シャーシ

ＬＥＤブラケット

ナットを工具で強く締めてください
ヒューズホルダ

ＲＣＡソケット白

ＲＣＡソケット赤 シャーシ

16mmの工具を使う

17mmの工具を使う

＊後面パネルを裏から見た図

4.アルミシャーシにＲＣＡソケットとヒューズホルダ、ゴムブッシュを
　取り付けます。
　　ＲＣＡソケットは内側の白い方をシッカリ締め付けてから、外側の赤い方を取り付けると作業が
　　しやすいです

5.アルミシャーシにスイッチとＬＥＤブラケット、ＬＥＤを取り付けます。

ＬＥＤ赤3φ

ＬＥＤブラケットに押し込む

ナットを工具で強く締めてください

ゴムブッシュ

P-7

ターミナル赤ターミナル黒ターミナル黒
ターミナル赤

ナットのサイズは6mmです シャーシ
8mmの工具を使う

ターミナル

棒など

ナット

シャーシ

4mm位の棒など（ドライバ等）
で押さえて、8mmの工具で
ナットを強く締めてください。

チェック：

9mm平ワッシャ＊後面パネルを裏から見た図

3.アルミシャーシにターミナルを取り付けます。

ＬＥＤブラケット
ＬＥＤをＬＥＤブラケットに
押し込んだあとに後ろから
はめ込む。

絶縁ブッシュ１

絶縁ブッシュ２

菊ワッシャ

ナット

GND端子を
後ろ側へ少し曲げる ＧＮＤ端子

絶縁ブッシュ１ 絶縁ブッシュ２

菊ワッシャ

ＧＮＤ端子



ＲＣＡソケット白へ

ＦＥＴ基板CN2へ

ＲＣＡソケット赤へ

ＦＥＴ基板CN1へ

左ボリューム

シールド線
（長さ約300mm）

シールド線
（長さ約200mm）

シールド線
（長さ約200mm）

シールド線
（長さ約100mm）

右ボリューム

ボリュームにハンダ付けします

シールド シールド

6.ボリュームは取り付ける前に、前処理としてシールド線を付けます。

＊前面パネルを裏から見た図

7.アルミシャーシにボリュームを取り付けます。

12mmの工具を使う

ナットを工具で強く締めてください

8.アルミシャーシにトロイダルトランスとゴムブッシュを取り付けます。

アルミシャーシ

ゴムブッシュ

＊パネル前面

Ｓワッシャ

平ワッシャ

トロイダルトランス

アルミシャーシ

パネル前面

4本線をシャーシ外側に
3本線を
シャーシ外側に

平ワッシャ ４ヶ所

ナットを工具で強く締めてください

P-8

5箇所にゴムブッシュを付けます

なべねじ
Ｍ４×１０ｍｍ ４ヶ所

アルミシャーシ

トロイダルトランス

ねじ止め後の
トロイダルトランスと
アルミシャーシを
横から見た図

ねじ止め後の
トロイダルトランスを
上から見た図

対辺７mmの工具を使う

1次側
2次側



アルミシャーシ

M3x10mmスペーサ

M3用平ワッシャ

M3用Ｓワッシャ

M3用ナット

M3x10mmのスペーサ

この箇所のみ卵ラグ

8箇所にスペーサを付けます

＊パネル前面
アルミシャーシ

M3x10mmスペーサ

M3用卵ラグ

5.5mmの工具で仮止めします。
基板取り付け後ナットをシッカリ
止めてください。

チェック：

10.アルミシャーシに木枠を付け、卵ラグに線をハンダ付けします。

緑の線材で約60mmでハンダ付けします

電源基板の
ＧＮＤへ

右側板

左側板

M3x15ビス

M3用平ワッシャ

側板

木板の凹側が外にM3用平ワッシャ

M3用Ｓワッシャ

M3用ナット

アルミシャーシ

計4箇所を5.5mmの工具でナットを強く
締めてください。

＊パネル前面

まず仮止めして、左右の側版が水平になる様にシッカリ止めます。

9.アルミシャーシにスペーサと卵ラグを付けます。
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1次側

2次側
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R13

IC3

-Vcc G2(P) G1(N) G1(P) Vcc
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＊パネル前面

電源基板 ＦＥＴ基板

仮止めしていたスペーサ側のナットと
基板2枚分の計8箇所のビスをシッカリ
止めてください。

M3x10mm
スペーサ

本体アルミシャーシ

基板

M3x6mmビス

12.トロイダルトランス、電源周りの線を配線とハンダ付けします。

1、トロイダルトランスからの4本線を、電源基板ＡＣ入力側のゴムブッシュに通します。
2、トロイダルトランスからの3本線の黒線をスイッチ、青線をヒューズホルダにハンダ付けして
　　赤線を適当な長さにカットして、収縮チューブで絶縁します。
3、ＡＣケーブルをコードブッシュに入れてスイッチとヒューズホルダにハンダ付けします。
　　そして、ＡＣケーブルのコードブッシュ根元に結束バンドで固定します。
4、ボリュームのシールド線をＲＣＡソケットにハンダ付けします。
　　もう片方のシールド線を、ＦＥＴ基板のCN1,CN2側のゴムブッシュに通します。

右ボリュームの線は
ＦＥＴ基板CN1へ

左ボリュームの線は
ＦＥＴ基板CN2へ

右ボリューム 左ボリューム

ＲＣＡソケット赤（右） ＲＣＡソケット白（左）

スイッチＬＥＤ

トロイダルトランスからの
4本線をシャーシの上に

シールド

ＡＣケーブル

トロイダルトランス
からの3本線黒線

赤線

緑線
6mmx30mm収縮チューブで絶縁

結束バンドで止める

ボリュームからの線
2本をシャーシの上に

電源基板とＦＥＴ基板を
シャーシに取り付けし、
トロイダルトランスの線を
ツイスト（よじる）しながら
シャーシの裏に回します。

配線はよじる様にしてゴムブッシュの穴に入れましょう

11.アルミシャーシ本体に基板を取り付けます。
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13.ＦＥＴ基板の配線とハンダ付け。
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赤赤右右黒黒右右黒黒左左赤赤左左



14.本体シャーシ裏面の配線とハンダ付け。

P-12
コードステッカーで止める

コードステッカーで止める
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橙線

白と黄線

灰線

15.電源基板の配線とハンダ付けします。

トロイダルトランスから来ている4本の線を
電源基板にハンダ付けします
橙線はCN1、白線と黄線はCN2、灰線は
CN3にシッカリハンダ付けします。

＊線の長さは調整して下さい

GND S2(P) S2(N) Out2 Out1 S1(P)S1(N) GND

digit

R22

R21

R20

R19

R18

R17

FET-20W

C14 C7

GND GND

R16
R15

R7

R8

R14

R13

IC3

-Vcc G2(P) G1(N)G1(P) Vcc

R1

R12

R10R11R9

R6

R5

R4

R3 R2
C1

C2

C3

BP
C4

C5

C6

C8

C9

C10

BP
C11

C12

C13
IC2

G2(N)

IN

CN2

GND

CN1

IN

D4
D2

GND

VR2 VR1

Rf1

Rf2

IC1

D3
D1

16.放熱板にＦＥＴをネジ止めし、アルミシャーシに取り付けます。

計6箇所のビスをシッカリ止めてください。

ＦＥＴに付属のシリコングリスを塗りま
す。塗り方は、FETの裏面に薄く均等
に塗りこんでください。
ゴミとかほこりを付けず、そのまま
放熱板にシッカリ取り付けてください。

M3x10mmビス

K2467 J440K2467
J440

M3x10mmビス

M3用Ｓワッシャ

M3用平ワッシャ

K2467J440 K2467J440

本体アルミシャーシ

ＦＥＴ付放熱板

＊パネル前面
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４つのＦＥＴをＴＯ-３Ｐ用サブ基板にハンダ付けします。

ＦＥＴと放熱器とのショートを防ぐため、
ササブブ基基板板ののススルルホホーールルをを削削りり落落ととししまますす。。
サブ基板のランド（穴）をドリルで貫通
させるとスルホールを削り落とせます。

【注　意】



＊線の長さは調整して下さい
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ＪＪ４４４４００ ＪＪ４４４４００ＫＫ２２４４６６７７ ＫＫ２２４４６６７７



18.全体の配線の確認。
　　配線間違いがないか再度確認しましょう。

P-15

左左赤赤 左左黒黒 右右黒黒 右右赤赤



18+α.全体図

P-16

入力右(R)

入力左(L)

スピーカ
　右(R)

スピーカ
　左(L)

ヒューズ3A

音音量量右右((RR))

音音量量左左((LL))

トロイダルトランストロイダルトランス

橙橙線線

白白線線とと黄黄線線

灰灰線線

ＣＣＮＮ２２（（ＡＡＣＣ__ＣＣＴＴ））

ＣＣＮＮ３３（（ＡＡＣＣ））

ＣＣＮＮ１１（（ＡＡＣＣ））

【ご注意】
トロイダルトランスの線色の仕様が
変更になりましたので、写真と実物
では異なります。
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18+α.全体図

入力右(R)

入力左(L)

スピーカ
　右(R)

スピーカ
　左(L)

音量左(L)

音量右(R)

ヒューズ3A



GND S2(P) S2(N) Out2 Out1 S1(P)S1(N) GND
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19.フロントパネルの取り付け。

側版の板とパネルの底同士がぴったり来る様に調整して止めます

P-18

M2.6×8mmの木ネジ



21.底アルミ板の取り付け。

2mmの六角レンチ

ツマミをボユームのシャフト奥まで入れ、六角レンチ(2mm)でイモネジを止めます
その時に両ボリュームを左に絞り、ツマミの印を左下に合わせます

シャーシ用M3x6mmビス
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GND S2(P) S2(N) Out2 Out1 S1(P)S1(N) GND

digit
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G2(N)

IN
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GND
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IN

D4
D2

GND

VR2 VR1

Rf1

Rf2

IC1

D3
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20.ボリュームツマミの取り付け。



GND S2(P) S2(N) Out2 Out1 S1(P)S1(N) GND
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R16
R15
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22.音を出す前に、テスターを使っての最終確認をします。

)を左に回し、

3.電源基板の接続チェック：
　電源スイッチをＯＮにしてすぐにＯＦＦにします
　そこで電源基板の赤と青のＬＥＤが光る事を
　確認します。

　光らない場合は、再度1.と12.と15を確認して
　ください。
　パーツの間違い、極性間違い、ハンダ不良、
　配線間違いの可能性があります。

青色ＬＥＤ
赤色ＬＥＤ

P-20

ＯＦＦ

レバーを下げます



5.オフセット電圧のチェック：
　①左の赤ターミナルと左の黒ターミナル間の電圧が5mV以下か確認します。
　②右の赤ターミナルと右の黒ターミナル間の電圧が5mV以下か確認します。

　電圧が範囲外の場合は、再度2.と3.と18を確認してください。
　ハンダ不良、配線間違い、半固定抵抗の接続と調整違いの可能性があります。

P-21



ＣＤプレーヤ

スピーカ
　　右

スピーカ
　　左

右ボリューム左ボリューム

7.音出しのチェック：
　①再度5.の「オフセット電圧のチェック：」を確認します。
　②プレーヤとスピーカを接続します。
　③左右ボリュームの音量が最小（最左）にします
　④プレーヤを再生します。
　⑤左のボリュームを上げれば、左のスピーカが鳴るか、音量も確認します
　⑥右のボリュームを上げれば、右のスピーカが鳴るか、音量も確認します

スピーカ
　　左

スピーカ
　　右

右　　左
ＣＤ

プレーヤ

音が出ない等の場合は、
　再度6.と12.と18を確認してください。
　ハンダ不良、配線間違いの可能性が
　あります。
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R7
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R1

R12

R10R11R9

R6

R5

R4

R3 R2
C1

C2

C3

BP
C4

C5

C6

C8

C9

C10

BP
C11

C12

C13
IC2

G2(N)

IN

CN2

GND

CN1

IN

D4
D2

GND

VR2 VR1

Rf1

Rf2

IC1

D3
D1

C
N5

C
N

8

C
N

4
C

N
9

C
N6

C
N7

C
N1

C
N2

C
N3

D
ig

it

P
ow

er
_S

P
1P

L

D
1

C
1

C
2

C
3

C
4

C
5

C
6

R1 R2

LE
D

2

LE
D

1

R
3

ACAC AC_CT

GNDGNDGND

20.天板を取り付けて完成です！

木ネジM3x20mm

M3用平ワッシャ

P-22

＊電源のＯＮとＯＦＦ時に、「ボッ!」と
　音がする時がありますが故障では有り
　ません。音が気になる方は、スピーカー
　プロテクタ等をお試しにどうでしょうか
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